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発生「

~  l  
多い| | 二J

ヒゼングニ|よ、別名カイセン 0″麻)

ともいわれ、皮」、に寄生してかゆみの強

い皮』、炎 (カ イセンリ11)を おこします.

カイセン症 4ま患者との接触などで容

易にうつります ,コ

老人ホーム、寮、養護施設などでの

集IJl発′liも 多くみられます。

症状

lヵ 月ほどノオ年代期間の後1■背た発生の

赤い皮疹ができます。1えJ多 |,ま腹、1旬、大モリ

も、腕にでき、手のひらや1‐旨に「カイセン

トンネル」が兄メ,オLる こともあ iり ますし

診断は、皮疹からの虫卵 (虫体)の

検出により行います。また、寝ユ:類か

らも虫の有無で`確認できます。

予防

患者とク)寝 ltの共用や接触 1ま さけ、

患者の寝具や ド着は別にitillし ますⅢ

患者にl正 1妻触れた場合は、アルコー

ル液 (エ タノールヨ)卜:)で
｀
1肖毒します。

治療

ヒゼンダユによるカイセン111は、虫

ささオし、 しん麻疹、i星疹、 かぶれなど
との区別がlAl難です力ゞ、 ヒゼンダニの

有無がiため手になります。

皮」ゝ科ノ)専門|■による診断ヒifi瞭 力ゞ

必要です。素人判断でノ)かゆみ 111めの

軟こうや |へ IIFt薬の使 l‖ |よ、かえつて症

状が悪イヒ寸
'る ことがあ i)ま すn
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カイセントンネル


